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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第115期
第２四半期
連結累計期間

第116期
第２四半期
連結累計期間

第115期

会計期間

自2018年
４月１日
至2018年
９月30日

自2019年
４月１日
至2019年
９月30日

自2018年
４月１日
至2019年
３月31日

売上高 （百万円） 5,757 6,656 18,296

経常利益又は経常損失（△） （百万円） △285 △418 910

親会社株主に帰属する四半期純

損失（△）又は親会社株主に帰

属する当期純利益

（百万円） △203 △308 589

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） △183 △337 478

純資産額 （百万円） 10,581 10,691 11,243

総資産額 （百万円） 18,241 19,526 23,137

１株当たり四半期純損失（△）

又は１株当たり当期純利益
（円） △47.56 △71.83 137.39

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益
（円） －　※３． －　※３． －　※４．

自己資本比率 （％） 58.0 54.8 48.6

営業活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △831 318 244

投資活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △298 △110 △727

財務活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △49 △214 △49

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（百万円） 7,187 7,827 7,833

 

回次
第115期
第２四半期
連結会計期間

第116期
第２四半期
連結会計期間

会計期間

自2018年
７月１日
至2018年
９月30日

自2019年
７月１日
至2019年
９月30日

１株当たり四半期純利益 （円） 29.09 16.36

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して
おりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。
※３．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在

しないため記載しておりません。
※４．潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
 

２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1）経営成績の状況の分析

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、米中貿易摩擦の影響から輸出面での弱さが長期化し、企業活

動に慎重な姿勢が見られ始めたものの、緩やかに回復して参りました。

　このような状況下、当社グループでは、中期経営計画(2017年度～2019年度)の最終年度である当期において、水

道分野での大規模更新や運転管理委託ニーズに対応した事業提案の継続、並びに下廃水市場での事業拡大に努めて

参りました。一方、働き方改革を意識し、従業員の休暇取得促進施策の推進により一層働きやすい職場づくりにも

積極的に取り組んで参りました。

　当第２四半期連結累計期間の業績に関し、受注高は、グループ全体で143億13百万円（前年同期比50.8％増）と

前年同期比で大幅な増加となりました。主な要因は、上下水道事業における水道分野での浄水場建設案件の新規契

約締結や複数年での運転管理委託契約の更新案件数の増加によるものです。

　売上高は、グループ全体で66億56百万円（前年同期比15.6％増）と前年同期比で増加となりました。主な要因

は、下廃水案件での出来高進捗に伴う売上高増加、並びにメンテナンス案件及び運転管理委託案件での売上高増加

によるものです。

　損益の状況については、上下水道事業における運転管理委託案件でのコスト増加に伴う売上総利益の減少、並び

に販売費及び一般管理費における開発費増加等により、営業損失３億47百万円（前年同期は営業損失２億63百万

円）、経常損失４億18百万円（前年同期は経常損失２億85百万円）、親会社株主に帰属する四半期純損失３億８
百万円（前年同期は親会社株主に帰属する四半期純損失２億３百万円）となりました。

　なお、当社グループ主力の水処理事業の特徴としては、売上計上が第４四半期連結会計期間に集中する傾向があ

る一方、販売費及び一般管理費等は各四半期における変動が少ないことから、利益についても売上高と同様に第４

四半期連結会計期間に偏重する傾向があります。

 

　セグメントの業績は、次のとおりであります。

[上下水道事業]

　上下水道事業については、受注高は132億52百万円（前年同期比54.4％増）、売上高は59億32百万円（前年同期

比12.7％増）、営業損失は３億98百万円（前年同期は営業損失１億92百万円）となりました。

[環境事業]

　環境事業については、受注高は５億円（前年同期比1.6％減）、売上高は３億70百万円（前年同期比25.4％

増）、営業損失は９百万円（前年同期は営業損失59百万円）となりました。

[機器事業]

　機器事業については、受注高は５億60百万円（前年同期比40.4％増）、売上高は３億48百万円（前年同期比

82.6％増）、営業利益は58百万円（前年同期は営業損失14百万円）となりました。

[その他の事業]

　その他の事業については、不動産の賃貸等を行った結果、売上高は６百万円（前年同期は５百万円）、営業利益

は２百万円（前年同期は営業利益２百万円）となりました。

 

(2）財政状態の状況の分析

　当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前期末に比べ36億10百万円減少し、195億26百万円となってお

ります。主な要因としては、前期末の売上債権の回収に伴い受取手形及び売掛金が35億88百万円、流動資産のその

他が３億79百万円の減少となる一方、仕掛品が２億89百万円増加したことによるものです。

　負債は、前期末に比べ30億58百万円減少し、88億35百万円となっております。主な要因としては、仕入債務の支

払いにより支払手形及び買掛金が26億78百万円、納税に伴い未払法人税等が１億82百万円、流動負債のその他が２

億７百万円減少したことによるものです。

　純資産は、前期末に比べ５億52百万円減少し、106億91百万円となっております。主な要因としては、親会社株

主に帰属する四半期純損失の計上や配当金の支払いにより、利益剰余金が５億22百万円減少したことによるもので

す。
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(3）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ６百万円減少し、当第２四

半期連結会計期間末には78億27百万円（前期末比0.0％減）となりました。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの増減要因は、次のとおりでありま

す。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　前年同期と比較して11億50百万円増加し、３億18百万円の収入となりました。主な要因は、売上債権の減少によ

る収入35億88百万円、前受金の増加による収入７億21百万円があった一方、仕入債務の減少による支出26億78百万

円、たな卸資産の増加による支出３億１百万円、税金等調整前四半期純損失４億18百万円、預り金の減少による支

出５億15百万円、並びにその他の流動負債の減少による支出３億42百万円があったこと等によるものです。

　なお、当社グループにおいては、案件毎に契約金額規模等が異なるため、支払状況や入金状況により連結会計年

度毎に大きな増減があります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　前年同期と比較して１億87百万円増加し、１億10百万円の支出となりました。主な要因は、前年同期の貸付けに

よる支出２億72百万円が無くなった一方、有形固定資産の取得による支出73百万円があったこと等によるもので

す。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　前年同期と比較して１億64百万円減少し、２億14百万円の支出となりました。主な要因は、短期借入金の純増額

が無くなったことによるものです。

 

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(5）研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、１億12百万円であります。なお、当

第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

(6）従業員数

　当第２四半期連結累計期間において、連結会社または提出会社の従業員数の著しい変動はありません。

 

(7）生産、受注及び販売の実績

　当第２四半期連結累計期間において、上下水道事業では受注高が前年同期に比べて著しく増加しております。こ

の主な要因は、水道分野での浄水場建設案件の新規契約締結や複数年での運転管理委託契約の更新案件数の増加に

よるものです。なお、上下水道事業の生産及び販売並びに、環境及び機器事業における生産、受注及び販売の実績

に著しい変動はありません。

 

(8）主要な設備

　当第２四半期連結累計期間において、主要な設備に著しい変動はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 6,000,000

計 6,000,000

 

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（2019年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（2019年11月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 4,295,968 4,295,968

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

100株

計 4,295,968 4,295,968 ― ―

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額

（百万円）

資本準備金
残高(百万円)

2019年７月１日～

2019年９月30日
－ 4,295,968 － 1,947 － 1,537
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（５）【大株主の状況】

  2019年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

東レ株式会社 東京都中央区日本橋室町２丁目１番１号 2,191 51.08

ＭＳＩＰ ＣＬＩＥＮＴ 

ＳＥＣＵＲＩＴＩＥＳ（常任

代理人 モルガン・スタンレー

ＭＵＦＧ証券株式会社）

25 CABOT SQUARE,CANARY WHARF,LONDON

E14 4QA,UK

（東京都千代田区大手町１丁目９番７号）

179 4.18

水道機工共栄会
東京都世田谷区桜丘５丁目48番16号　水道

機工㈱内
156 3.64

株式会社みずほ銀行 東京都千代田区大手町１丁目５番５号 120 2.81

株式会社データベース 北海道札幌市北区北七条西５丁目８番５号 120 2.81

株式会社光通信 東京都豊島区西池袋１丁目４番10号 101 2.35

株式会社電業社機械製作所 東京都大田区大森北１丁目５番１号 93 2.17

株式会社品川鐵工場 神奈川県平塚市東八幡５丁目10番11号 68 1.60

日本トラスティ・サービス信

託銀行株式会社（信託口）
東京都中央区晴海１丁目８番11号 65 1.52

横手産業株式会社 大阪府大阪市淀川区西中島４丁目２番21号 54 1.27

計 ― 3,151 73.48

 

（注）　2019年７月22日付で公衆の縦覧に供されている大量保有変更報告書において、シンプレクス・アセット・マネ

ジメント株式会社が2019年７月12日現在で以下の株式を所有している旨が記載されているものの、当社として

当第２四半期会計期間末現在における実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の状況には含めて

おりません。

　なお、その大量保有報告書の内容は次のとおりであります。

大 量 保 有 者　　　シンプレクス・アセット・マネジメント株式会社

住         所　　　東京都千代田区丸の内１丁目５番１号

保有株券等の数　　　普通株式　269,400株

株券等保有割合　　　6.27％
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2019年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 7,300 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 4,283,300 42,833 －

単元未満株式 普通株式 5,368 －
１単元（100株）未満の

株式

発行済株式総数  4,295,968 － －

総株主の議決権  － 42,833 －

 

②【自己株式等】

    2019年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

水道機工株式会社
東京都世田谷区桜

丘五丁目48番16号
7,300 － 7,300 0.17

計 ― 7,300 － 7,300 0.17

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（2007年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2019年７月１日から2019

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2019年４月１日から2019年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2019年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,706 3,005

預け金 2,131 4,832

受取手形及び売掛金 ※１ 7,498 3,910

商品及び製品 5 5

販売用不動産 28 27

仕掛品 189 478

原材料 323 337

その他 2,193 1,814

貸倒引当金 △250 △247

流動資産合計 17,827 14,164

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 966 955

機械装置及び運搬具（純額） 91 91

土地 854 854

その他（純額） 35 50

有形固定資産合計 1,947 1,951

無形固定資産 110 100

投資その他の資産   

投資有価証券 1,643 1,550

その他 1,607 1,760

投資その他の資産合計 3,251 3,310

固定資産合計 5,309 5,362

資産合計 23,137 19,526
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2019年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 5,198 2,519

短期借入金 495 482

未払法人税等 242 60

引当金 260 235

その他 3,192 2,984

流動負債合計 9,389 6,282

固定負債   

退職給付に係る負債 2,428 2,471

引当金 73 78

その他 2 2

固定負債合計 2,504 2,552

負債合計 11,893 8,835

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,947 1,947

資本剰余金 1,537 1,537

利益剰余金 7,611 7,089

自己株式 △9 △9

株主資本合計 11,087 10,564

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 257 241

為替換算調整勘定 152 121

退職給付に係る調整累計額 △253 △236

その他の包括利益累計額合計 156 126

純資産合計 11,243 10,691

負債純資産合計 23,137 19,526
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2018年４月１日
　至　2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年９月30日)

売上高 5,757 6,656

売上原価 4,776 5,712

売上総利益 981 944

販売費及び一般管理費 ※１ 1,244 ※１ 1,291

営業損失（△） △263 △347

営業外収益   

受取利息 7 1

受取配当金 11 14

為替差益 34 －

持分法による投資利益 26 －

その他 2 4

営業外収益合計 82 20

営業外費用   

支払保証料 12 16

為替差損 － 22

持分法による投資損失 － 31

貸倒引当金繰入額 87 －

その他 4 21

営業外費用合計 104 91

経常損失（△） △285 △418

税金等調整前四半期純損失（△） △285 △418

法人税等 △81 △110

四半期純損失（△） △203 △308

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △203 △308
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2018年４月１日
　至　2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年９月30日)

四半期純損失（△） △203 △308

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 32 △15

繰延ヘッジ損益 △0 －

退職給付に係る調整額 14 17

持分法適用会社に対する持分相当額 △26 △30

その他の包括利益合計 20 △29

四半期包括利益 △183 △337

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △183 △337

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2018年４月１日
　至　2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   
税金等調整前四半期純損失（△） △285 △418

減価償却費 46 51

貸倒引当金の増減額（△は減少） 103 △3

受注損失引当金の増減額（△は減少） △45 3

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 8 5

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 42 68

受取利息及び受取配当金 △19 △15

為替差損益（△は益） △32 27

持分法による投資損益（△は益） △26 31

売上債権の増減額（△は増加） 3,512 3,588

たな卸資産の増減額（△は増加） △310 △301

仕入債務の増減額（△は減少） △2,979 △2,678

前受金の増減額（△は減少） 725 721

預り金の増減額（△は減少） △254 △515

未収消費税等の増減額（△は増加） △165 325

未払消費税等の増減額（△は減少） △596 △53

その他の流動資産の増減額（△は増加） △246 31

その他の流動負債の増減額（△は減少） △164 △342

その他 4 26

小計 △682 551

利息及び配当金の受取額 15 15

利息の支払額 △4 △8

法人税等の支払額 △160 △240

法人税等の還付額 0 0

営業活動によるキャッシュ・フロー △831 318

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △6 △6

有形固定資産の取得による支出 △13 △73

無形固定資産の取得による支出 △6 △22

投資有価証券の取得による支出 △0 △0

貸付けによる支出 △272 －

敷金の差入による支出 △1 △10

敷金の回収による収入 1 1

その他 △0 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △298 △110

財務活動によるキャッシュ・フロー   
短期借入金の純増減額（△は減少） 143 －

自己株式の取得による支出 △0 －

配当金の支払額 △192 △214

財務活動によるキャッシュ・フロー △49 △214

現金及び現金同等物に係る換算差額 0 △0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,179 △6

現金及び現金同等物の期首残高 8,366 7,833

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 7,187 ※ 7,827
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

該当事項はありません。

 

 

（会計方針の変更）

該当事項はありません。

 

 

（会計上の見積りの変更）

該当事項はありません。

 

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※１　四半期連結会計期間末日満期手形

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。なお、

前連結会計年度末日が金融機関の休日であったため、次の前連結会計年度末日満期手形が前連結会計年度末日残高

に含まれております。

 
前連結会計年度
（2019年３月31日）

当第２四半期連結会計期間
（2019年９月30日）

受取手形 8百万円 －百万円

 

　２　保証債務

　下記、関係会社の工事請負契約に関し、金融機関が発行する銀行保証等に対して保証を行っております。

前連結会計年度
（2019年３月31日）

当第２四半期連結会計期間
（2019年９月30日）

 

Suido Kiko Middle East Co.,Ltd. 3,413百万円

　（115百万サウジリヤル）

 

Suido Kiko Middle East Co.,Ltd. 3,348百万円

　（116百万サウジリヤル）

 

（四半期連結損益計算書関係）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 2018年４月１日
　　至 2018年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 2019年４月１日
　　至 2019年９月30日）

給料手当 482百万円 487百万円

退職給付費用 37 37

役員退職慰労引当金繰入額 8 10

貸倒引当金繰入額 16 5

 

２　当社グループの売上高及び営業費用は、通常の営業の形態として、第４四半期連結会計期間に完成する工事の割合

が大きいため、第１～３の各四半期連結会計期間の売上高及び営業費用と第４四半期連結会計期間の売上高及び営業費

用との間に著しい相違があり、第１～３の各四半期連結会計期間と第４四半期連結会計期間の業績に季節的変動があり

ます。
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は以下のとおり

であります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 2018年４月１日
至 2018年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 2019年４月１日
至 2019年９月30日）

現金及び預金勘定 3,367百万円 3,005百万円

預け金勘定 3,830 4,832

預入期間が３か月を超える定期預金 △11 △11

現金及び現金同等物 7,187 7,827

（注）預け金勘定は、東レグループ内におけるＣＭＳ（キャッシュ・マネジメント・システム）利用によるものです。

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自2018年４月１日　至2018年９月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

 
１株当たり
配当額
（円）
 

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年６月28日

定時株主総会
普通株式 192 45.0 2018年３月31日 2018年６月29日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自2019年４月１日　至2019年９月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

 
１株当たり
配当額
（円）
 

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年６月27日

定時株主総会
普通株式 214 50.0 2019年３月31日 2019年６月28日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自2018年４月１日 至2018年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：百万円）

 報告セグメント
その他
（注）１

調整額

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 上下水道 環境 機器 計

売上高        

外部顧客への売上高 5,265 295 190 5,751 5 － 5,757

セグメント間の内部売上

高又は振替高
－ － － － － － －

計 5,265 295 190 5,751 5 － 5,757

セグメント利益又は損失

（△）
△192 △59 △14 △265 2 － △263

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業であり、不動産事業等を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と一致しております。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自2019年４月１日 至2019年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：百万円）

 報告セグメント
その他
（注）１

調整額

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 上下水道 環境 機器 計

売上高        

外部顧客への売上高 5,932 370 348 6,650 6 － 6,656

セグメント間の内部売上

高又は振替高
－ － － － － － －

計 5,932 370 348 6,650 6 － 6,656

セグメント利益又は損失

（△）
△398 △9 58 △349 2 － △347

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業であり、不動産事業等を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と一致しております。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2018年４月１日
至　2018年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2019年４月１日
至　2019年９月30日）

　１株当たり四半期純損失（△） △47円56銭 △71円83銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純損失（△）

（百万円）
△203 △308

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純損失（△）（百万円）
△203 △308

普通株式の期中平均株式数（千株） 4,288 4,288

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しな
いため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2019年11月12日

水道機工株式会社

取締役会　御中

 

EY新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 磯貝　　剛　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 中野　　強　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている水道機工株式会

社の2019年４月１日から2020年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2019年７月１日から2019年９月

30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2019年４月１日から2019年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわ

ち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書

及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、水道機工株式会社及び連結子会社の2019年９月30日現在の財政状態並

びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと

信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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